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研究の背景

現在，我が国では，人口減少，非成長時代へと突入し，過疎化・少子高齢化といった
問題は，特に中山間地域や離島を中心に急速に進行し，限界集落問題が生じている。

また，モータリゼーションの進展や市町村合併に伴い，人々の生活圏域は拡大し，地
域間の格差や各年代における地域の生活環境の認識の違いが生じている。



今後，具体的な生活環境の改善においては，地域特性や地域住民のニーズを考慮した
形で施策を行うことが望ましい。そのためには，地域がもつ構造特性と地域住民がも
つ生活環境などに対する意識との関連性を認識しておく必要がある。

研究の背景



研究のフロー

大分県佐伯市における
集落の生活環境評価と特徴把握

大分県佐伯市を対象とする
年代別にみた生活環境評価の相違点と要因分析

住民行動と都市機能からみる
生活圏域と地域間依存度に関する研究

－大分県佐伯市を対象として－

因子分析

クラスター分析

集落の特徴把握

市町村合併

佐伯市

アンケート調査

本研究



研究の対象

大分県佐伯市は平成17年3月3日に佐伯市・上浦町・鶴見町・米水津村・蒲江町・
直川村・本匠村・宇目町の1市5町3村が市町村合併され，約903㎢という九州最大
の面積を持っている。

旧佐伯市

旧上浦町

旧鶴見町

旧蒲江町

旧米水津村

旧弥生町

旧宇目町

旧本匠村

旧直川村

旧三重町

旧野津町

臼杵市

津久見市

宮崎県北川町

宮崎県北浦町



• 問１ 属性について

• 問２ 地域内・外交流について

• 問３ 生活利便施設の利用状況について

• 問４ お住まいの地域の環境について

• 問５ 将来について

• 問６ ご意見・ご感想

アンケート調査の概要

アンケート配布数：2234通
回収数：957通
回収率：42.8％

アンケート項目



因子分析

アンケート調査から得られた地域の生活環境評価の項目を用いて因子分析を行った。



クラスター分析

得られた因子得点からクラスター分析（Ward法）を行い,全集落を７つのクラスター
に分類した。



クラスター分析



まとめ

本稿ではアンケート調査結果から佐伯市全域の生活環境評価を行い，生活環境評価の
項目を用いて大字単位で集落の類型化を行い，各集落の特徴について明らかにした。

類型化を行った結果，クラスター１のような標準的な生活環境を形成している集落が
全域に分布し，良い環境を形成していると感じている人が多いことが分かった。

また，クラスター３やクラスター５のような他の集落と比べて生活環境が低いと感
じている人が多い集落が，離島や旧佐伯市以外の地域に分布している。

広域合併により，旧佐伯市とその他の地域の生活環境の格差が浮き彫りとなっている。
地域間の生活環境の差を改善するための政策が求められる。
また，全体的に交通の面で不自由を感じている人が多い。高齢化の進展に伴う交通
弱者の増加も考えられるため，交通の問題解決が重要である。
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